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れた。高槻中高は全教室に電子黒板が設置してあるな
ど、ICT 機器が積極的に導入されており、その活用方
法の研究も教職員の間で進んでいる。
事例報告会では前田教頭より電子黒板を用いた古文の
授業紹介が行われた。高校生を相手に一年かけて読みこ
んだという源氏物語の独自教材を使って、電子黒板の活
用例を紹介頂いた。
プロジェクターを用いてパワーポイントのデータを映
し出すという従来の方法とは違い、電子黒板は映し出さ
れた画面を直接タッチパネルの画面のように扱うことが
できる。そのため、ホワイトボード上の画面を授業者が
タッチすることで、そこにリンクされた別の画像や映像
を映し出すことができたり、映し出された画面に文字を
直接書き入れたりすることもできる。
また、タブレットと連動しているため、例えば演習授
業などでは、生徒の解答を直接カメラで撮影して画面上
に瞬時に投影させ、そこに添削を書き入れたりすること
もできる。授業者が古文の地の文を黒板に板書したり、
生徒が解答を書いたりする時間を削減できるため、授業
の効率が格段に上がるという点を教示頂いた。
こうした授業も、やはり事前の準備がネックになる
が、先にも述べた通り、参加者が教材データを一か所に
集めて相互にデータを共有し合い、そこに授業者が学校
の実態にあうよう改良を加えるという体制を構築できる
のであれば、実用化の道は更に拓かれるものと思われ
る。
高槻高等学校における電子黒板の活用例
．おわりに
以上、2014年度の国語科教育研究部会について、設立
の経緯と概要、そしてその具体的な活動内容を通観し、
その反省と成果を振り返ってきたが、改めてそこから今
後の課題を見出すことができる。
まず、本研究会の存続は今後どれだけ安定的に参加者
を確保できるかという問題にかかっている。参加者の多
様性が維持できなければ、教材のデータベースの構築は
意味をなさず、また研究会における授業研究や議論にも
広がりは生まれない。研究会のプログラムをより魅力あ
るものに改善することは言うまでもないが、告知方法な
どは見直す必要があるものと思われる。2014年度は主に
メールと学生支援室前の広告による告知のみを採用して
きたが、開催日の策定および告知方法等は SNS の活用
も視野に入れながら今後再検討していく必要があろう。
今後も研究会の基調を微調整・転換させながら、幅広く
参加者を募り、特に現役の学生や若手の新任教員が積極
的に参加でき、自身の教育活動に対する疑問や悩みを自
由に発言できるような体制を作り上げていきたい。
また、この国語部会で取り交わされた議論や研究成果
は何らかの形で今後も蓄積し、積極的に発信していかね
ばならない。今回のように紀要を通した活動報告はもち
ろんのこと、各個人の研究論文の発表、さらには全体総
会での成果報告など、できることの余地は残されてい
る。
2015年度の国語部会は、K月からまたスタートを切る
ことになる。教科教育法、教育課程論等に限らず幅広く
国語教育の今日的な課題を取り上げ、微力ながら国語教
育の発展に寄与できればと考えている。
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